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去
る
７
月
21
日
（
木
）、
22
日
（
金
）
広
報
委
員
会
は
、
第
29
回
町
村
議
会

広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
部
門
に
お
い
て
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
、

群
馬
県
佐
波
郡
玉
村
町
議
会
を
視
察
研
修
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

○
玉
村
町
議
会

編
集
体
制

◇
委
員
数　

６
名

◇
任
　
　
期　

２
年

◇
開
催
日
数　

　
　

１
回
の
発
行
に
つ
き
４
回
程
度

発
行
状
況

◇
名
　
　
称　
た
ま
む
ら
『
議
会
だ
よ
り
』

◇
創
　
　
刊　

平
成
10
年
５
月
１
日

◇
発
行
回
数　

定
例
会
ご
と
に
年
４
回

◇
発
行
部
数　

１
３
、３
０
０
部

◇
配
布
対
象　

町
内
全
戸
･
近
隣
自
治

　
　
　
　
　
　

体
・
官
公
庁
等

◇
発
行
経
費　

３
、１
４
０
、０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
平
成
28
年
度
予
算
）

発
行
ま
で
の
手
順

①
第
１
回
委
員
会　

　

定
例
会
告
示
日
（
７
日
前
）
編
集
方
針

の
決
定
、
記
載
記
事
、
ペ
ー
ジ
数
、

執
筆
担
当
者
、
原
稿
締
切
日
・
次
回

編
集
委
員
会
開
催
日
調
整

②
第
２
回
委
員
会
、
第
１
回
目
校
正

　
　
　
　
（
前
回
未
提
出
分
を
入
稿
）

③
第
３
回
委
員
会　

第
２
回
目
校
正

④
再
々
校
正　

正
副
委
員
長
・
事
務
局

○
八
ッ
場
ダ
ム
工
事
事
務
所

八
ッ
場
ダ
ム
諸
元

型　
　

式　

重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム

堤　
　

高　

１
１
６
ｍ

堤
長
高　

約
９
０
万
㎥

総
貯
水
槽　

１
億
７
５
０
万
㎥

流
域
面
積　

７
１
１
．
４
km2

玉村町・研修の様子

八ッ場ダム見学風景

　

今
回
、
玉
村
町
議
会
広
報
特
別
委
員

会
を
視
察
研
修
し
、
読
ん
で
も
ら
え
る

広
報
誌
を
第
一
に
議
会
の
活
動
内
容
を

町
民
が
分
か
り
や
す
く
読
み
や
す
い
文

面
に
纏
め
ら
れ
た
印
象
が
強
く
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
編
集
方
法
で
は
、
記
事
の

校
正
や
デ
ザ
イ
ン
並
び
に
写
真
を
多
く

取
り
入
れ
文
字
の
み
に
な
ら
な
い
よ
う

表
現
す
る
な
ど
編
集
内
容
の
説
明
受
け

表
紙
の
写
真
に
は
、
毎
号
、
町
内
の
名

所
等
を
採
用
し
、
親
し
み
や
す
さ
が
感

じ
ら
れ
、
担
当
委
員
の
取
材
記
事
「
み
ん

な
の
広
場
」
で
は
、
各
地
区
の
催
物
や
趣

味
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
直
接
取
材
に
出
向

き
身
近
な
話
題
と
し
て
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
読
者
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
八
ッ

場
ダ
ム
工
事
事
務
所
は
、
工
事
の
進
捗

状
況
に
安
全
性
が
確
保
さ
れ
、
従
来
ま

で
の
見
学
方
法
を
見
直
し
、
一
般
者
向

け
見
学
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

し
か
見
ら
れ
な
い
ダ
ム
工
事
を
観
光
資

源
と
捉
え
、
道
の
駅
八
ッ
場
ふ
る
さ
と

館
等
と
併
せ
た
観
光
振
興
へ
の
転
換
を

目
指
し
周
辺
道
路
も
整
備
さ
れ
、
地
域

活
性
化
の
た
め
の
事
業
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
状
況
で
し
た
。
最
後
に
、
既
に

地
元
の
住
民
も
代
替
地
に
お
い
て
新
た

な
生
活
を
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
水

没
す
る
住
宅
跡
地
等
を
見
学
し
地
元
住

民
の
苦
渋
の
決
断
の
上
に
あ
る
も
の
と

痛
感
し
ま
し
た
。

議会だより


